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予
算
委
員
会
審
査

　

平
成
23
年
度
各
会
計
予
算
案
を
審

査
す
る
た
め
の
予
算
委
員
会
が
開
会

さ
れ
、
３
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
に

６
日
間
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
疑
及
び
審
査
結
果

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、「
子
ど
も
・

く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り　

縁
を
つ
な

ぎ
明
日
へ
の
絆
を
結
ぶ
」
と
銘
打
ち
、

新
た
な
絆
の
結
び
な
お
し
で
地
域
に

力
を
つ
け
、
足
立
区
を
誇
れ
る
ま
ち

へ
進
化
さ
せ
て
い
く
と
の
強
い
決
意

の
も
と
、「
子
ど
も
」、「
く
ら
し
」、「
ま

ち
づ
く
り
」、「
経
営
改
革
」
に
重
点

を
置
い
た
行
財
政
資
源
が
配
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
の
財
政
運

営
、
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
新
設
を

中
心
と
し
た
組
織
再
編
、
生
活
保
護

の
適
正
実
施
、
学
力
向
上
対
策
、
待

機
児
童
対
策
、
子
育
て
支
援
、
健
康

づ
く
り
、環
境
計
画
推
進
事
業
、ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
事

業
展
開
、
就
労
支
援
、
公
園
の
整
備
・

管
理
、
区
内
交
通
網
の
整
備
、
道
路

の
新
設
・
改
良
事
業
等
、
各
委
員
か

ら
区
政
全
般
に
つ
い
て
幅
広
く
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
針
谷
み
き
お
委
員
外
３
名

か
ら
、
平
成
23
年
度
「
一
般
会
計
予

算
」
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 　

質
疑
終
結
後
、
各
会
派
か
ら
討
論

が
行
わ
れ
、
４
議
案
及
び
修
正
案
に

つ
い
て
採
決
し
ま
し
た
。

（
討
論
の
要
旨
は
７
頁
に
記
載
）

本
会
議
で
の
議
決
結
果

　

３
月
15
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

各
予
算
案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
平
成
23
年
度
予
算
が
成
立
し
ま

し
た
。

特
別
委
員
会
報
告
（
要
旨
）

交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査

特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
交
通
網
の
整

備
及
び
誘
致
促
進
並
び
に
都
市
基
盤

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

区
内
鉄
道
路
線
の
高
架
化
に
つ
い
て

　
「
東
武
伊
勢
崎
線
（
竹
ノ
塚
駅
付

近
）
連
続
立
体
交
差
化
の
都
市
計
画

案
」
が
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会
に

お
い
て
可
決
さ
れ
、
平
成
23
年
度
事

業
着
手
に
向
け
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。
国
、
都
、
鉄
道
事
業
者
と
の
協

議
を
鋭
意
進
め
、
鉄
道
高
架
化
の
早

期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
更
に

強
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
網
再
編
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

交
通
利
便
性
向
上
を
求
め
た
多
く

の
要
望
が
あ
る
中
で
、
様
々
な
視
点

か
ら
バ
ス
路
線
網
の
在
り
方
を
検
討

し
つ
つ
、
今
後
も
交
通
不
便
地
域
解

消
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
整
備
促

進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
・
拠
点
開
発
の
促
進

に
つ
い
て

　

駅
周
辺
等
の
各
事
業
の
進
捗
状
況

等
の
報
告
を
受
け
、
調
査
研
究
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
各
事
業
は
順
次
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
課
題

も
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
の
要
求
を

認
識
し
た
上
で
、
都
市
再
生
機
構
等

と
協
議
を
十
分
尽
く
し
進
め
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
、
交
通
網
の
整
備

や
各
拠
点
地
区
の
都
市
基
盤
整
備
は

不
可
欠
で
す
。
課
題
解
決
に
向
け
て

は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
引

き
続
き
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

子
ど
も
施
策
調
査
特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
子
ど
も
施
策

に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
ま
た
若

年
者
世
代
の
転
入
が
著
し
い
新
田
地

区
の
子
育
て
支
援
関
連
施
設
へ
の
現

地
視
察
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
様
々
な

施
策
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
や
達
成

度
を
検
証
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る

施
策
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
延
長
保
育

や
病
後
児
保
育
等
、区
民
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
様
々
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
就
学
前
教
育
の
充
実
や
、

国
が
示
す
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
」
は
、
区
の
保
育
施
策
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
国
や
都
の
動
向
も
、
引
き

続
き
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
資
す
る

よ
う
、
基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
の
確

立
に
向
け
た
事
業
や
、
学
童
保
育
に

お
け
る
待
機
児
童
対
策
、
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
見
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

子
育
て
相
談
体
制
や
情
報
提
供
制

度
の
充
実
、
安
全
で
安
心
な
施
設
等

の
整
備
、
子
育
て
や
子
ど
も
を
支
援

す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
等
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
施
策
は
待
機
児
童
対
策

等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

施
策
・
事
業
の
拡
充
や
見
直
し
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
国
や
都
へ
も
強
く

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

防
犯
・
安
全
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
区
民
生
活
の

安
全
及
び
防
犯
・
防
災
対
策
の
推
進

等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

区
内
刑
法
犯
認
知
件
数
と
体
感
治
安

の
回
復
に
つ
い
て

　

前
年
比
731
件
（
6.6
％
）
減
少
し
、

５
年
ぶ
り
に
都
内
ワ
ー
ス
ト
１
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
更
な
る
件
数
の
減
少
に
向

け
、
各
種
啓
発
活
動
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
発
生
状
況
等
の
公
表
は
、
犯

罪
に
対
す
る
区
民
へ
の
注
意
喚
起
と

な
り
ま
す
が
、
反
面
、
過
剰
な
危
機

意
識
を
与
え
、
誤
っ
た
認
識
や
不
安

感
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が

大
切
で
す
。人
口
比
に
よ
る
数
値
や
、

地
域
で
の
活
動
や
成
功
事
例
等
を
紹

介
す
る
等
、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
参
加
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
情

報
の
発
信
が
不
可
欠
で
す
。

防
犯
環
境
設
計
へ
の
取
り
組
み

　

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
・
公
園

の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
設
計
等
に
よ
り

犯
罪
の
阻
止
を
図
る
た
め
、「
足
立

区
防
犯
環
境
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
、
平
成
23
年
度
実
施
に
向

け
、
制
度
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
密
集
市
街
地
の
防
災
性
の

向
上
や
、
地
域
全
体
が
災
害
に
強
く

防
犯
に
配
慮
し
た
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

安
全
・
危
機
管
理
を
念
頭
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
精
神

の
も
と
、
多
く
の
人
々
が
防
犯
・
防

災
へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
画

し
、
協
働
を
基
本
と
し
た
区
民
の

安
全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
期
待
し
ま
す
。

予算委員会の様子

計
画
停
電
に
関
す
る
要
請

（
要
　
旨
）

　

私
た
ち
は
計
画
停
電
の
実
施
を
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
十
分
認
識
し
、

節
電
に
積
極
的
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
23
区
中
、
足
立
区
、
荒

川
区
の
み
が
計
画
停
電
の
対
象
地
域

と
な
り
ま
し
た
。
一
日
に
２
回
、
計

６
時
間
停
電
し
た
地
域
も
あ
り
、
実

施
の
有
無
が
直
前
ま
で
わ
か
ら
な
い

と
い
う
方
法
は
、
区
民
生
活
に
大
き

な
混
乱
と
危
険
を
も
た
ら
し
、
中
小

零
細
事
業
所
や
商
店
が
多
数
集
ま
る

足
立
区
の
産
業
の
根
幹
を
揺
る
が
し

て
い
ま
す
。

　

足
立
区
議
会
は
、
東
京
電
力
株
式

会
社
を
訪
ね
、
広
く
公
平
に
、
わ
か
り.

や
す
く
計
画
停
電
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
が
、
計
画
停
電
の
課

題
は
認
め
た
も
の
の
、
要
請
へ
の
明

確
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
停
電
の
原
則
打

ち
切
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
電

力
需
要
が
高
ま
る
夏
に
は
、
計
画
停

電
が
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

区
民
の
不
安
は
消
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
今
後
、
計
画
停
電
が
実

施
さ
れ
る
場
合
、
特
定
の
区
や
地
域

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
が
広

く
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
体
制

と
な
る
よ
う
、
政
府
と
し
て
東
京
電

力
株
式
会
社
に
対
し
強
く
指
導
監
督

す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

国民健康保険特別会計 介護保険特別会計 後期高齢者医療特別会計平成２３年度各会計予算

特別区税
395億 1,881万 4,000円	
（15.57％）

特別区交付金
931億円	
（36.68％）

使用料及び手数料
40億 4,658万 5,000円	

（1.59％）

国庫支出金
582億 4,760万円	

（22.95％）

都支出金
152億 981万

8,000円	
（5.99％）

特別区債
57億 7,600万円	
（2.28％）

その他
379億 118万 3,000円	

（14.94％）

一般会計

歳入の部
2,538億円	

議会費
12億 9,240万 1,000円	
（0.51％）

総務費
225億 9,767万 6,000円	
（8.90％）

民生費
1,186億689万
2,000円	
（46.73％）

産業経済費
41億 2,291万 6,000円	
（1.62％）

環境衛生費
184億 9,059万 9,000円	

（7.29％）

土木費
196億 2,403万 5,000円	

（7.73％）

教育費
281億5,936万

6,000円	
（11.10％）

公債費
162億1,232万円	

（6.39％）

その他
246億 9,379万

5,000円	
（9.73％）

歳出の部
2,538億円	

歳入の部 歳入の部 歳入の部

歳出の部 歳出の部 歳出の部

	850 億 4,266 万 4,000 円 389億 5,633万 1,000円 105億 8,679万 7,000円

	850 億 4,266 万 4,000 円 389億 5,633万 1,000円 105億 8,679万 7,000円

国民健康保険料
	164億 9,424万
3,000円
	（19.40％）

国庫支出金
	208億 7,497万
3,000円
		（24.55％）

都支出金
	45 億 2,758万 9,000円
		（5.32％）

繰入金
	140億 8,645万 3,000円

		（16.56％）

その他
	290億 5,940万 6,000円

		（34.17％）

総務費
	14 億 5,104万 3,000円
		（1.71％）

保険給付費
	577億 6,790万円
		（67.93％）

後期高齢者支援金等
	104億 3,173万

9,000円
		（12.27％）

その他
	153億 9,198万

2,000円
		（18.09％）

介護保険料
72億 7,210万 1,000円
（18.67％）

国庫支出金
81億 9,548万
8,000円
（21.04％）

都支出金
55億 2,065万 8,000円
（14.17％）

繰入金
67億 6,297万

8,000円
（17.36％）

その他
112億 510万

6,000円
（28.76％）

総務費
10億 1,874万 4,000円
（2.62％）

保険給付費
368億 1,539万 4,000円
（94.50％）

その他
11億 2,219万

3,000円
（2.88％）

後期高齢者
医療保険料
37億 8,490万
1,000円
（35.75％）

繰入金
64億 4,107万 3,000円
（60.84％）

その他
3億 6,082万 3,000円
（3.41％）

総務費
3億 1,514万 2,000円
（2.98％）

保険給付費
2億 4,710万円	
（2.33％）

分担金及び負担金
96億 6,926万 7,000円
（91.33％）

その他
3億 5,528万 8,000円

（3.36％）

平
成
23
年
度
各
会
計
予
算


